
(2) 調査期間 2024年５月 13日～2024年 11月１日 

(3) 実態分析の手立て 「学級異質拒否傾向尺度」「小学生用学級適応感尺度」「自由記述による

アンケート」 

(4) 実践内容 

①多様性を理解する授業（５～６月に６回実践） 

    １時間目は，共生社会のイラストを活用し社会の多様な他者に気付けるようにした。２時 

間目は，自分の説明書作りを通して，自己理解していく時間とした。３時間目は，他者理解 

の時間とし，前時にできた説明書を学級内で読み合う時間とした。４・５時間目は，外国に 

つながりがある方への他者理解の時間とした。６時間目は，単元のまとめの時間として，今 

までの学習を振り返りながら今後多様な人々とどのように関わっていけばいいかを考える時

間とした。 
 ②こども哲学による対話活動（前期：５～６月，後期：10月に実践） 

   こども哲学の実践を行う際は，子どもたちにとって初めて行う対話活動であることを考慮 

し，前期は対話に慣れるための活動，後期は違いのよさを認め合うための活動となるように 

した。問いについては，多様性を理解する授業での学びをより深めることができるよう本研 

究テーマと関連するものを教師が計画し，実践した。 

４．研究の結果と考察 

(1) 尺度調査の結果から 

５月と 11月に質問紙調査を行った。学級異質拒否傾向尺度と小学生用学級適応感尺度を用

いて調査を行い，平均値を対応ある t検定で比較した。その結果，学級異質拒否傾向と学級適

応感に有意傾向が見られた。よって，本研究の教育プログラムは，異質拒否傾向の低下・抑制

や，寛容度，学級適応感の向上に有効な手立てであると考えられる。 

(2) 自由記述によるアンケートから 

   子どもの自由記述を分析すると，本研究を通して多様性に対する考えの変容や深まりを生み

出すことができたことや，違いをマイナスと捉えるのではなくプラスと捉えることでお互いの

違いを尊重しようとする態度，異質な他者と協働する意義やよさに気付けた姿が育まれてきて

いることが明らかになった。 

５．研究の成果と課題 

本研究では，多様性を理解する教育プログラムを実践していくことで，異質拒否傾向が抵下し

たり，学級適応感が高まったりし，子どもたちの多様性を尊重する姿を育むことができることが

示唆された。多様性を理解する教育プログラムの持続可能な在り方や，どの発達段階にどの他者

を取り上げていくことがより高い教育効果を生むのかについては，今後も継続して検討していき

たい。 

主な引用文献 

独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所 研究代表者 久保山茂樹（2020）地域実践研究 イ

ンクルーシブ教育システムの理解啓発の推進に関する研究 令和２年度 研究成果報告書 

https://www.nise.go.jp/nc/report_material/research_results_publications/specialized_research/b-364 
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１．研究の目的 

現代社会では，対人関係や集団生活に不安を抱え，学級内で良好な人間関係を構築できない生徒

が増加している。このような現状に対し，文部科学省（2022）は『生徒指導提要』において，「自

他の個性を尊重し，相手の立場になって考え，行動できる相互扶助的で共感的な人間関係」を形成

することの重要性を挙げている。そこで，本研究では「自己受容」という概念に着目し，自己を受

容するプロセスについて学習することで，自己の受け入れ方や感じ方が他者を理解する場面にも活

かされ，お互いに認め合える適切な人間関係が構築されると考え，実践研究を行った。 
２．基本的な考え方 

（１）「望ましい人間関係」を育むことについて 

 文部科学省（2017）によって告示された『中学校学習指導要領解説 総則編』では，生徒相互の

人間関係を豊かにするために，互いに尊重し合い協働的に学び合える配慮の必要性を挙げている。

また，「認め合う」ためには，自他の存在をそれぞれに認識し，自己の存在を確立・理解した上

で，他者との違いや特徴に気付き，他者を受け入れていく必要がある。そのため，「望ましい人間

関係」を育むためには，「自己の特徴や価値観を理解し受け入れること（自己受容）で，他者との

違いを理解し，肯定的に受け入れられるようになる（他者受容）」ことが重要であると捉えた。 

（２）自己受容について 

 春日（2015）は，自己受容に関する研究を幅広く検討した上で，自己受容とは，「ありのままの

自己を受け入れようとする自己に対する“態度”や“姿勢”，またはその“過程”を意味してい

る」と定義しており，本研究でもこの定義に従って実践を行った。 

（３）中学生の自己受容について 

 筆者は，中学生の自己受容の様相は複雑で多種多様に広がっていることを踏まえた上で，自己受

容に必要な要素として，「自分を大切にし，信頼すること」「自己の性格を理解し，受容すること」

「見方を変えて，自分を捉え直すこと」「自分の中にある不合理な信念に気付き，なくしていくこ

と」の４つを考えた。 

（４）総合単元的な道徳学習について 

総合単元的な道徳学習では，道徳の授業とそれに付随した体験活動の関連を図ることで，設定し

た単元のねらいに関わる気付きや考え，興味や関心が連続的に発展し，各授業に道徳的価値のつな

がりが生まれ，継続的・計画的な取組が期待できる。自己受容に関しては，共通する一つの定義が

定まっていない人間の複雑な内面的側面であり，段階的に理解・実践させていく必要性があること

から，総合単元的な道徳学習による実践が効果的だと考える。 
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３．研究の実践 

（１）対象 茨城県公立X中学校 第２学年Y組 34名（男子 19名，女子 15名） 

（２）調査時期 前期実習：2024年６月 24日～７月 12日（事前調査：2024年６月 24日） 

後期実習：2024年 10月９日～10月 23日（事後調査と自由記述の調査：2024年

10月 31日） 

（３）実践の手立て 

 本研究は，自己を受容しようとする態度を

獲得させるための総合単元的な道徳学習を表

１のように実践した。総合単元的な道徳学習

を計画する上では４つの段階を設定し，それ

ぞれの段階に合わせて各授業や朝の時間を活

用しながら，継続的・計画的に行った。 

（４）質問紙の構成  

「新版中学生用学級風土尺度」から２つの

下位尺度を用い，事前・事後調査として効果

測定を行った。また，事後調査と併せて自由

記述による調査を実施し，生徒の変化を多面

的に観察することにした。 

４．研究の結果と考察 

（１）尺度調査の結果と考察 

 本研究と特に関連性の高い２つの下位尺度「生徒間の親しさ」「学級への満足感」について，対

応のある t検定を行った結果，「学級への満足感」において得点の上昇が見られた。 

（２）自由記述による結果と考察 

活動全体を通して，自分のよさや個性に気付くことができた生徒が多くなった。その上で，自分

のよさを大切にしようとする意欲，“自分は自分でいい”という感情，自己の性格に折り合いをつ

けることの重要性を実感できたことや，自分を捉え直そうとする感覚，自己受容を踏まえて他者受

容へと意識できるようになったことなどが挙げられた。 

５．研究の成果と課題 

本研究では，自己を受容しようとする態度を獲得したことで，自己に対する向き合い方を改善

し，それを他者受容でも活かそうとする態度が高まったことが学級風土の向上につながったと明ら

かになった。自己受容する力を継続的に意識させ，他者受容との関連性をさらに高めつつ，学級内

のどの生徒とも良好な関係を築けるような活動や取組を模索していくことが，今後の課題である。 

主な引用文献 

春日由美（2015） 自己受容とその測定に関する一研究 南九州大学人間発達研究 5,19-25. 

文部科学省（2017） 中学校学習指導要領解説 総則編

https://www.mext.go.jp/content/220221-mxt_kyoiku02-100002180_003.pdf   (参照 2024-８-23) 

文部科学省（2022） 生徒指導提要 

https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf(参照 2024-８-23) 

表 1 総合単元的な道徳学習の活動計画 
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